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暮らし 人

2024年（令和6年）

【6月定例会】
　～住民税非課税世帯等支援給付金事業～
　～住民税非課税世帯等支援こども加算給付金事業～
　～定額減税調整給付金事業～

～三戸郡町村議会議員研修会～
7月30日、「階上町の巨木・古木」をテーマに、令和６年度三戸郡町村議会議長会「三戸郡
町村議会議員研修会」が階上町を会場に開催され、郡内町村の議員、事務局職員75名が
参加しました。

8 月 号 （ A u g u s t ）

議会だより



　令和6年第4回定例会を6月10日開会し、6月13日閉会しました。
今回の議会では、一般会計補正予算案など議案13件、報告1件をいずれも原案
のとおり可決、承認、同意しました。一般質問は、6人の議員が行いました。

議案番号 上程議案の件名と主な内容 議決結果

報告第１号

令和５年度階上町一般会計繰越明許費繰越計算書報告について
　※令和 5 年度に定めた低所得世帯支援給付金事業、耳ケ吠・寺下線外

舗装補修事業など11事業について繰越計算書を調製し、報告するた
めのもの

報告のみ

議案第 1 号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（階上町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例）
　※電子署名等に係る、地方公共団体情報システム機構の認証業務に関

する法律の一部改正に伴うもの

承　認

議案第 2 号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（階上町税条例及び特別災害による被害者に対する町税減免の特別措置
に関する条例の一部を改正する条例）
　※令和 6 年度税制改正に係る地方税法等の一部改正等に伴うもの

承　認

議案第 3 号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（階上町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例
の一部を改正する条例）
　※令和 6 年度税制改正に伴うもの

承　認

議案第 4 号
決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（階上町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
　※令和 6 年度税制改正に係る地方税法施行令の一部改正に伴うもの

承　認

議案第 5 号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（令和５年度階上町一般会計補正予算）
　※既定の予算総額に歳入歳出それぞれ5647万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を62億347万7千円としたもの

承　認

議案第 6 号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（令和５年度階上町国民健康保険特別会計補正予算）
　※既定の予算総額から歳入歳出それぞれ4906万3千円を減額し、歳

入歳出予算の総額を14億7294万4千円としたもの

承　認

議案第 7 号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（令和５年度階上町介護保険特別会計補正予算）
　※既定の予算総額に歳入歳出それぞれ763万4千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を13億9929万6千円としたもの

承　認

議案第 8 号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（令和５年度階上町後期高齢者医療特別会計補正予算）
　※既定の予算総額から歳入歳出それぞれ164万円を減額し、歳入歳出

予算の総額を1億7155万4千円としたもの

承　認

議案第 9 号
令和６年度階上町一般会計補正予算（第１号）
　※既定の予算総額に歳入歳出それぞれ1億6756万2千円を追加し、歳

入歳出予算の総額を60億5756万2千円とするもの
原案可決

議案番号 上程議案の件名と主な内容 議決結果

議案第10号

令和６年度階上町下水道事業会計補正予算（第１号）
　※規定の収益的支出に117万3千円を追加し予定額を2億9230万4千

円とし、 資本的支出は2万円を減額し予定額を2億7272万8千円に
補正するもの

原案可決

議案第11号

青森県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び青森県市町村
総合事務組合規約の変更について
　※共同処理する事務のうち、市町村税等の滞納整理に関する事務に森

林環境税を加えるもの

原案可決

議案第12号
階上町教育委員会の委員に任命する者につき同意を求めることについて
　※ 1 人の委員の任期満了に伴う後任の委員を任命するもの

同　意

議案第13号
階上町固定資産評価審査委員会の委員に選任する者につき同意を求める
ことについて
　※ 1 人の委員の任期満了に伴う後任の委員を選任するもの

同　意

はしかみ議会だより　No.58 （2）

第４回
６月定例会

6 月 定 例 会



第４回定例会では６議員が一般質問をしました。その内容を要約して掲載します。

一 般
質 問

■ 上道　二三男 議員　　　４ページ
１　天候に左右されない全天候舗装グランド
　　の考えについて

■ 土橋　美加佐 議員　　　５ページ
１　階上町消防団団員の確保と団員に対する
　　階上町独自の処遇について
２　階上町の遊休農地対策について

■ 小坂　正年 議員　　　６ページ
１　出生率向上のための子育て世帯への支援
　　について
２　階上岳の魅力の発信について

■ 大下　修 議員　　　７ページ
１　交通弱者対策について
２　ごみの削減効果について
３　町の財務と財政について（その２）

■ 中島　孝一 議員　　　８ページ
１　少子化対策について
２　協働のまちづくり計画の道路の整備について

■ 森　榮吉 議員　　　９ページ
１　コロナワクチン費用の自己負担について
２　県が示す学校給食費無償化に対する対応
　　について

議案番号 上程議案の件名と主な内容 議決結果

議案第10号

令和６年度階上町下水道事業会計補正予算（第１号）
　※規定の収益的支出に117万3千円を追加し予定額を2億9230万4千

円とし、 資本的支出は2万円を減額し予定額を2億7272万8千円に
補正するもの

原案可決

議案第11号

青森県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び青森県市町村
総合事務組合規約の変更について
　※共同処理する事務のうち、市町村税等の滞納整理に関する事務に森

林環境税を加えるもの

原案可決

議案第12号
階上町教育委員会の委員に任命する者につき同意を求めることについて
　※ 1 人の委員の任期満了に伴う後任の委員を任命するもの

同　意

議案第13号
階上町固定資産評価審査委員会の委員に選任する者につき同意を求める
ことについて
　※ 1 人の委員の任期満了に伴う後任の委員を選任するもの

同　意
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▽
６
年
度
一
般
会
計
（
第
１
号
）

【
歳
出
の
主
な
も
の
】
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
支
援
給
付
金
事

業
２
８
７
０
万
４
千
円
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
支
援
こ
ど
も
加

算
給
付
金
事
業
２
０
５
万
３
千

円
、
定
額
減
税
調
整
給
付
金
事
業

１
億
３
千
万
８
千
円
な
ど
。

▽
階
上
町
教
育
委
員
会
の
委
員
に

任
命
す
る
者
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

大
前
広
道
氏
の
任
命
に
同
意
し

ま
し
た
。

▽
階
上
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
に
選
任
す
る
者
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

南
正
人
氏
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。

大前　広道 氏南　正人 氏
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こ
れ
ま
で
も
何

　
　
　
　

度
と
な
く
全
天

候
型
の
陸
上
競
技
場
整
備

計
画
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
は
、
町
民

運
動
会
も
行
わ
れ
て
来
ま

し
た
。
階
上
中
学
校
の
校

庭
を
雨
が
降
っ
て
も
ぬ
か
る

む
事
も
な
く
、
風
が
吹
い
て

も
土
ぼ
こ
り
が
舞
う
事
も
な

い
、
多
目
的
行
事
が
行
え
る

よ
う
に
ゴ
ム
チ
ッ
プ
ウ
レ
タ

ン
舗
装
や
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
系

全
天
候
型
舗
装
材
で
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

教
育
長　

階
上
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、
体
育
授
業
や
部
活
動
に

加
え
、
学
校
施
設
開
放
と
し

て
、
陸
上
競
技
の
ほ
か
、
サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
球
技
に
も
使
用

さ
れ
て
お
り
、
天
候
に
左
右

さ
れ
な
い
全
天
候
舗
装
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

球
技
の
使
用
が
出
来
な
く
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
今
年
度
か
ら

第
６
次
階
上
町
行
財
政
改
革

実
施
計
画
に
お
い
て
、
階
上

中
学
校
及
び
道
仏
中
学
校
の

現
状
を
踏
ま
え
、
中
学
校
再

編
の
検
討
を
し
て
い
く
中
で
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

はしかみ議会だより　No.58 （4）

天候に左右されない
全天候舗装グラウンドの考えは？

上道 二三男  議員

  〔町長〕 第６次階上町行財政改革実施
　　　　計画において検討の考え

答
①

問
①

 

こ
こ
が
聞
き
た
い



　
　
　
　

少
子
高
齢
化
の

　
　
　
　

影
響
な
ど
に
あ

り
、
各
消
防
団
に
お
い
て
人

員
が
不
足
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
消
防
団
員
の
定
数

を
１
９
０
名
か
ら
１
７
０
名

に
減
ら
し
、
定
年
を
更
に
引

き
延
ば
さ
な
け
れ
ば
、
団
員

数
を
確
保
出
来
な
い
状
態
。

国
で
は
令
和
八
年
度
ま
で

に
、
女
性
消
防
団
員
の
割
合

を
10
％
に
す
る
目
標
を
挙
げ

て
い
る
。
学
生
消
防
団
員

活
動
認
証
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
、
現
在
の
検
討
状
況
を

伺
う
。

　
　
　

町
長　

本
町
に
お
き
、
令
和
６
年

５
月
末
現
在
団
員
数
１
３
３

名
と
定
数
に
満
た
さ
な
い
状

況
で
あ
り
、
消
防
互
助
会
共

済
掛
金
や
諸
費
用
、
公
費
支

給
な
ど
、
積
極
的
に
処
遇
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
女

性
消
防
団
員
も
現
在
７
名

と
、
徐
々
に
増
え
て
き
た
。

町
広
報
誌
に
よ
る
活
動
内
容

の
紹
介
な
ど
、
募
集
を
行
っ

て
、
各
分
団
の
積
極
的
な
団

員
確
保
に
係
る
活
動
が
、
主

な
き
っ
か
け
と
なって
い
る
。

　
　
　
　

高
齢
化
農
業

　
　
　
　

が
続
け
ら
れ
な

い
方
、
後
継
者
が
引
き
継

い
で
行
け
ば
荒
れ
地
に
も

な
ら
ず
済
む
。
今
後
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

　
　
　

町
長

経
営
所
得
安
定
対
策
、国

の
交
付
金
制
度
の
活
用
を

推
進
し
、遊
休
農
地
発
生
防

止
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
　
　
　

階
上
早
生
そ

　
　
　
　

ば
を
植
え
る
こ

と
を
推
進
し
、
生
産
量
を

増
や
す
と
と
も
に
、
新
商

品
開
発
、
遊
休
農
地
の
抑

制
対
策
の
一
つ
で
は
な
い

か
。
焼
酎
の
蔵
元
を
階
上

町
に
作
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
に
し
て
い
た
だ

け
る
取
組
を
お
願
い
し
た

い
。

　
　
　

産
業
振
興
課
長

　

全
て
の
遊
休
農
地
に
作

付
け
す
る
こ
と
は
難
し
い
状

況
で
あ
り
、
適
し
た
圃
場
か

ら
活
用
し
て
い
た
だ
く
。
健

康
食
と
し
て
注
目
さ
れ
る
そ

ば
と
い
う
部
分
を
生
か
し
た

新
商
品
開
発
が
出
来
れ
ば

と
考
え
、
観
光
施
設
等
と

連
携
し
、
魅
力
発
信
で
き

る
商
品
開
発
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

　
　
　
　

近
隣
市
町
村
の

　
　
　
　

取
組
と
し
て
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
配
信
、
団
員
と
同
居

家
族
は
、
割
引
価
格
で
利

用
が
可
能
に
な
る
団
員
パ
ス

ポ
ー
ト
の
配
布
。
当
町
に
お

い
て
、
臥
牛
山
ま
つ
り
や
い

ち
ご
煮
祭
り
時
に
消
防
団
の

ブ
ー
ス
を
設
け
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
み
て
は
。

　
　
　

総
務
課
長

臥
牛
山
ま
つ
り
や
い
ち
ご

煮
祭
り
な
ど
に
お
い
て
も
、

来
年
度
以
降
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
の

設
置
や
ビ
ラ
配
り
な
ど
、
団

員
確
保
に
向
け
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　

消
防
団
員
は
家

　
　
　
　

族
の
支
え
あ
っ
て

の
消
防
団
と
思
っ
て
い
る
。

岩
手
県
洋
野
町
消
防
表
彰

規
程
第
三
条
、
消
防
団
長

表
彰
の
内
助
功
労
感
謝
状

を
階
上
町
に
も
取
り
入
れ

て
は
。

　
　
　

総
務
課
長

消
防
団
幹
部
と
も
協
議
し

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

はしかみ議会だより　No.58（5）

階上町消防団団員確保と
階上町独自の処遇について

土橋 美加佐  議員

  〔町長〕 消防団活動へのご理解をいただ
　　　　 き団員確保について進めたい。

階上町の遊休農地対策について

  〔町長〕 新規就農者の促進農地集約化、
　　　　  遊休農地の抑制していきたい。

答
①

答
①

答
②

答
②

答
③

問
①

問
①

問
②

問
②

問
③

146人
151人 152人

147人 146人
143人

133人
137人136人

132人

消防団員数推移（各年4月1日現在）

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

 

こ
こ
が
聞
き
た
い



ニリンソウ
（キンポウゲ科イチリンソウ属）

花期：4月〜5月　多年草

カタクリ
（ユリ科カタクリ属）

花期：4月〜5月　多年草

エンレイソウ
（シュロソウ科エンレイソウ属）

花期：4月〜6月　多年草

ヤマエンゴサク
（ケシ科キケマン属）

花期：4月〜5月　多年草

アケボノスミレ
（スミレ科スミレ属）

花期：4月〜5月　多年草

キクザキイチゲ
（キンポウゲ科イチリンソウ属）

花期：4月〜5月　多年草

　
　
　
　

人
口
減
少
の
一

　
　
　
　

つ
の
要
因
と
し

て
、少
子
化
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
変
え
る
に
は
、
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
支
援
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

現
在
は
、
国
の
制
度
に
よ

り
３
歳
以
上
の
子
供
の
保
育

料
は
無
償
化
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で

の
保
育
料
は
無
償
化
と
な
っ

て
お
ら
ず
、
次
の
子
供
を
産

み
育
て
た
い
と
思
っ
て
も
、

そ
う
出
来
な
い
要
因
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
出
生
率
向
上
の

た
め
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の

保
育
料
に
対
し
て
無
償
化

と
し
、
少
子
化
対
策
と
し
て

取
り
組
む
考
え
が
な
い
か
、

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
、
出

生
率
向
上
策
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
本
町
に
お

い
て
は
、
県
の
交
付
金
を
活

用
し
て
、
10
月
以
降
の
保
育

　
　
　
　

階
上
岳
を
利

　
　
　
　

用
さ
れ
る
方
々

に
対
し
、
旬
の
情
報
や
山

野
草
の
情
報
な
ど
、
多
く

の
魅
力
を
発
信
し
て
、
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可

欠
だ
と
思
っ
て
い
る
。
町

長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

関
係
者
と
連
携
し
な
が

ら
、
情
報
提
供
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

 
高
齢
者
や
ネ
ッ

　
　
　
　

ト
の
出
来
な
い

方
へ
の
魅
力
発
信
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
ご
検
討
い

た
だ
け
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

産
業
振
興
課
長

　
様
々
な
問
題
が
あ
る
と
思

う
が
、
関
係
者
の
御
意
見

を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

料
の
無
償
化
に
取
り
組
み
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
少
し
で
も
出
生

率
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

他
の
市
町
村
で

　
　
　
　

は
育
児
祝
い
金
な

ど
、
更
な
る
子
育
て
支
援

を
実
施
し
て
い
る
団
体
も
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
支
援
を

し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

す
こ
や
か
健
康
課
長

　
少
子
化
対
策
や
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
は
、
子
供
の
成

長
段
階
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
て
親
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
の
施
策

を
総
合
的
に
判
断
し
、
検
討

し
て
い
く
。
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【出典：青森県保健統計年報】
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はしかみ議会だより　No.58 （6）

子育て世帯への支援について

小坂  正年  議員

  〔町長〕 10月以降の保育料の無償化

階上岳の魅力の発信について

  〔町長〕 情報提供できるように検討

答
①

答
①

答
②

答
②

問
①

問
②

問
①

問
②

 

こ
こ
が
聞
き
た
い



　
　
　
　

町
長
は
「
公
共

　
　
　
　

交
通
は
交
通
弱

者
に
対
し
て
大
変
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
」
と

答
弁
し
て
い
る
。
当
町
は
、

い
つ
か
ら
デ
マ
ン
ド
交
通
を

進
め
る
の
か
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、既
存
の

バ
ス
路
線
や
タ
ク
シ
ー
と
の

競
合
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
地

域
全
体
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

質
が
低
下
す
る
リ
ス
ク
が
あ

る
た
め
、現
時
点
で
実
証
運

行
の
予
定
は
な
い
。

　
　
　
　

①
公
共
下
水

　
　
　
　

道
事
業
を
開
始

し
た
時
期
と
令
和
６
年
度

ま
で
の
実
績
予
算
累
計
は
。

②
下
水
道
事
業
は
、
現

認
可
区
域
の
整
備
で
事
業

を
一
時
凍
結
し
、
加
入
率
向

上
と
加
入
者
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
業
務
を
集
中
す
べ

き
で
な
い
か
。

③
下
水
道
事
業
を
中
止

し
た
市
町
村
と
同
様
に
第

三
者
機
関
に
客
観
的
に
評

価
し
て
も
ら
う
考
え
は
な

い
か
。

④
町
の
施
策
を
行
う
に

あ
た
り
、
町
長
の
財
政
・

財
源
に
関
す
る
考
え
は
。

　
　
　

町
長

①
平
成
６
年
度
か
ら
令

和
６
年
度
ま
で
の
累
積
事

業
費
は
、人
件
費
を
含
め
、

60
億
８
、１
０
０
万
円
と
な

る
見
込
み
。

②
令
和
６
年
か
ら
公
営

企
業
会
計
移
行
に
伴
い
、資

産
評
価
、減
価
償
却
、耐
用

年
数
等
を
反
映
し
た
新
基

準
に
よ
る
経
営
戦
略
の
改
定

が
必
要
と
さ
れ
、施
設
整
備

や
老
朽
化
対
策
等
の
現
認

可
区
域
に
お
け
る
資
本
的

収
支
予
測
や
使
用
料
等
の

収
支
予
測
に
よ
り
、将
来
に

わ
た
る
経
営
課
題
分
析
と

解
決
方
法
に
つ
い
て
、今
年

度
、検
討
を
行
う
。現
認
可

区
域
の
今
後
の
下
水
道
事

業
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、そ

の
結
果
を
も
と
に
、健
全
な

事
業
経
営
を
実
現
す
る
た

め
の
施
策
を
考
え
て
い
く
と

と
も
に
、令
和
８
年
度
の
完

了
を
予
定
し
て
い
る
現
認
可

区
域
内
の
工
事
を
優
先
さ

せ
て
ま
い
り
た
い
。

③
下
水
道
事
業
の
方
針

や
経
営
戦
略
、使
用
料
改

定
、事
業
計
画
の
変
更
な
ど

に
つ
い
て
は
、町
諮
問
機
関

の
階
上
町
下
水
道
審
議
会

で
審
議
す
る
事
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
審
議
会
に
諮
り

な
が
ら
下
水
道
事
業
計
画

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

④
町
の
財
政
運
営
に
つ

い
て
は
、従
来
か
ら
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、障
害
者

祉
費
、子
育
て
施
策
の
充
実

等
の
扶
助
費
の
増
加
、公
共

施
設
の
長
寿
命
化
対
策
、業

務
の
電
算
化
等
物
件
費
の

増
加
な
ど
、予
算
の
選
択
と

集
中
を
効
果
的
に
推
進
し
、

基
金
の
保
持
に
努
め
て
い

る
。経
営
基
盤
の
強
化
と
財

政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
を

図
り
、財
政
の
健
全
化
を
進

め
る
。

　
　
　
　

①
下
水
道
事

　
　
　
　

業
審
議
会
は
専

門
的
知
識
の
あ
る
大
学
の

先
生
方
が
入
っ
て
い
な
い
、

専
門
的
な
先
生
方
を
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
階
上
町
の
公
有
財
産

に
山
林
と
有
価
証
券
が
あ

る
。
こ
れ
を
取
得
し
た
経

問②

緯
・
目
的
と
山
林
の
財
産

評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

※
通
告
外
の
質
問
で
答

弁
な
し
。

はしかみ議会だより　No.58（7）

交通弱者対策について

大下  修  議員

  〔町長〕 現時点でデマンド交通（乗合
　　　　いタクシー）の実証運行の予
　　　　定はない。

町の財務と財政について（その 2）

  〔町長〕 経営基盤の強化と財政マネジ
　　　　メントの向上を図り、財政の健
　　　　全化を進める。

答
①

答
①

問
①

問
①

問
②

 

こ
こ
が
聞
き
た
い



　
　
　
　

人
口
減
少
に
よ

　
　
　
　
　

り
将
来「
消
滅

可
能
性
自
治
体
」に
は
全
国

１
７
２
９
市
区
町
村
の
４
割
強

の
７
４
４
市
町
村
が
該
当
し
、

階
上
町
も
含
ま
れ
て
い
る
。

政
府
は「
こ
れ
以
上
放
置

出
来
な
い
待
っ
た
な
し
の
最

重
要
課
題
」と
し
て
異
次
元

の
少
子
化
対
策
に
取
り
組

む
。県
で
は
少
子
化
へ
の
挑

戦
を
最
重
要
課
題
と
し
、全

県
の
小
中
学
校
の
学
校
給
食

無
償
化
策
を
掲
げ
た
。し
か

し
、結
婚
す
る
・
し
な
い
は

個
人
の
、子
供
を
生
む
・
生

ま
な
い
は
夫
婦
の
権
利
で
あ

る
。現
実
に
は
生
涯
未
婚
者

が
増
加
し「
結
婚
を
し
た
ら

子
供
を
持
つ
べ
き
」と
考
え

る
独
身
者
が
急
激
に
減
少
し

て
い
る
。そ
の
結
果
２
０
２
２

年
生
ま
れ
の
日
本
人
赤
ち
ゃ

ん
の
数
は
７
７
万
人
と
過
去

最
少
、合
計
特
殊
出
生
率
は

１・２
６
で
過
去
最
低
と
な
っ

た
。不
安
定
な
雇
用
環
境
で

婚
姻
率
が
低
下
し
結
婚
後

も
特
に
女
性
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ（
男
女
間
格
差
）の

解
消
さ
れ
な
い
問
題
、出
産

育
児
休
暇
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア

　
　
　
　

協
働
の
ま
ち

　
　
　
　

づ
く
り
計
画
後

期
計
画
の
町
行
政
担
当
の

「
道
路
の
整
備
」
は
、
全

行
政
区
で
１
６
０
件
で
、

緊
急
を
要
す
る
案
件
や
不

便
か
つ
危
険
で
あ
る
案
件
、

地
域
住
民
が
困
っ
て
い
る

案
件
な
ど
が
あ
る
。

①
町
行
政
担
当
「
道
路

の
整
備
」の
進
捗
状
況
は
？

②
本
年
度
の
「
道
路
の

整
備
」
の
予
算
概
要
は
？

　
　
　

町
長

前
期
計
画
の
道
路
の
整

備
は
、
全
地
区
で
１
９
４
件

あ
り
、
そ
の
う
ち
36
件
を

実
施
し
た
。
後
期
計
画
１

年
目
の
昨
年
度
は
３
カ
所
を

整
備
し
た
。

答
②
今
年
度
は
４
カ
所

を
整
備
す
る
予
定
で
、
一
般

財
源
の
町
道
の
維
持
工
事

予
算
５
３
０
０
万
円
の
う

ち
、
約
２
３
０
０
万
円
を

後
期
計
画
の
道
路
の
整
備

に
見
込
ん
で
い
る
。

の
断
絶
、再
就
職
の
困
難
さ

や
低
賃
金
、ま
た
長
時
間
労

働
や
意
識
改
革
が
進
ま
な
い

男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
不

参
加
な
ど
、子
供
を
生
み
・

育
て
る
経
済
的
、身
体
的
、心

理
的
負
担
で
出
産
に
踏
み
出

せ
な
い
現
実
が
あ
る
。

①
階
上
町
も
少
子
化
対
策

を
「
最
重
要
課
題
」
に

②
現
在
進
行
中
の
「
少
子

化
対
策
」
は

③
今
後
実
施
を
検
討
中
の

「
少
子
化
対
策
」
は

　
　
　

町
長

①
消
滅
可
能
性
自
治
体

は
、
県
内
の
40
市
町
村
中
、

階
上
町
を
含
む
35
市
町
村
と

あ
る
。
一
つ
ひ
と
つ
の
対
策

を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
。

本
町
の
総
合
振
興
計
画
や
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
は
改
訂
時
期
で
、
検
証
と

各
計
画
の
策
定
を
行
い
、
少

子
化
対
策
を
最
重
要
課
題
と

し
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
現
在
実
施
の
小
中
学
校

給
食
費
無
償
化
、
乳
幼
児

や
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

に
、
新
た
に
乳
児
股
関
節
脱

臼
検
診
や
、
新
生
児
聴
覚
検

査
を
実
施
す
る
。

③
県
の
学
校
給
食
費
無
償

化
等
子
育
て
支
援
市
町
村
交

付
金
を
活
用
し
、
新
た
な
子

育
支
援
策
を
予
定
。

　
　
　
　

住
み
た
い
と
思

　
　
　
　

え
る
安
心
安
全

な
住
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
、
何
か
考
え
て
い
る
こ
と

は
？

　
　
　

建
設
課
長

１
つ
目
は
移
住
定
住
新
築

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
、

昨
年
度
は
43
件
の
交
付
で
、

移
住
者
の
加
算
分
31
件
、若

年
夫
婦
加
算
分
24
件
、子

育
て
世
帯
加
算
分
22
件
あ
っ

た
。２
つ
目
は
通
学
路
等
の
歩

道
整
備
事
業
で
、主
要
地
方

道
名
川
階
上
線
茨
島
地
区
、

町
道
大
渡
石
鉢
線
で
あ
る
。

46件

26件
34件 37件

43件

R1 R2 R3 R4 R5

移住定住新築応援プロジェクト事業
交付件数推移

はしかみ議会だより　No.58 （8）

少子化対策について

中島  孝一  議員

  〔町長〕 少子化対策を最重要課題とし
　　　　て取り組んでいく。

町行政担当の道路の整備について

  〔町長〕 期計画の道路の整備は、全地
　　　　区で194件あり、そのうち36件
　　　　を実施

整備前整備後

答
①

答
①

答
②

問
①

問
①

問
②

 

こ
こ
が
聞
き
た
い



　
　
　
　

①
コ
ロ
ナ
ワ
ク

　
　
　
　

チ
ン
接
種
は
今
年

度
４
月
１
日
か
ら
、
65
以
上

や
基
礎
疾
患
の
あ
る
60
〜
64

歳
の
人
を
対
象
と
し
た
定

期
接
種
と
し
て
行
わ
れ
る

が
、
町
は
今
後
ど
の
よ
う
な

接
種
を
進
め
て
行
く
の
か
、

更
に
接
種
費
用
は
現
段
階
で

ど
の
程
度
を
想
定
し
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　

町
長

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
全
額
国

費
で
賄
う
特
例
臨
時
接
種
か

ら
定
期
接
種
と
な
り
対
象
者

は
高
齢
者
と
基
礎
疾
患
を
有

す
る
60
～
64
歳
の
方
の
み
と

な
っ
た
。
対
象
者
以
外
で
も

任
意
接
種
と
し
て
接
種
は
可

能
で
あ
る
。
接
種
方
法
に
つ

い
て
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
年

一
回
と
な
り
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
と
な
る
。

接
種
総
額
は
１
５
３
０
０

円
程
度
が
見
込
ま
れ
る
が
国

の
助
成
に
よ
り
自
己
負
担

額
は
７
０
０
０
円
程
度
と
な

る
。
自
己
負
担
額
と
し
て
は

高
額
と
思
わ
れ
る
の
で
軽
減

出
来
る
よ
う
配
慮
し
て
い
き

た
い
。
当
面
は
定
期
接
種
者

　
　
　
　

県
は
、
県
内

　
　
　
　

全
て
の
小
・
中

学
校
の
学
校
給
食
費
の
無

償
化
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
県
の
方
針
と
し
て

は
、
す
で
に
学
校
給
食
費

の
無
償
化
を
実
施
し
て
い

る
自
治
体
に
は
そ
れ
に
代

わ
る
子
育
て
支
援
事
業
に

つ
い
て
の
み
補
助
金
を
交

付
す
る
と
の
こ
と
。
令
和

２
年
か
ら
学
校
給
食
費
の

無
償
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
当
町
と
し
て
は
新
事
業

を
探
し
、
構
築
し
な
け
れ

ば
こ
の
交
付
金
は
受
け
ら

れ
な
い
も
の
と
理
解
す
る
。

当
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う

な
事
業
を
考
え
て
い
る
の

か
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
　
　

町
長

現
在
国
の
制
度
に
よ
り
３

～
５
歳
児
ま
で
の
保
育
料
は

無
償
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

０
～
２
歳
児
に
つ
い
て
は
低

所
得
、
多
子
世
帯
の
無
償

化
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
全

世
帯
に
保
育
料
の
無
償
化

を
実
施
す
る
。

２
つ
目
は
３
歳
か
ら
５
歳

児
ま
で
の
給
食
費
等
に
つ
い

て
は
保
護
者
負
担
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
県
の
交
付
金
を
活
用

し
、
給
食
費
の
助
成
を
行

い
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
。

　
　
　
　

３
〜
５
歳
児

　
　
　
　

の
給
食
費
は
ど

の
程
度
の
軽
減
に
な
る
の

か
？

　
　
　

す
こ
や
か
健
康

　
　
　
　

課
長

町
内
の
保
育
施
設
等
の

副
食
費
の
平
均
額
は
約

４
４
０
０
円
で
あ
る
。
公
定

価
格
４
８
０
０
円
を
上
限
と

し
、
ま
ず
は
副
食
費
を
助

成
し
た
上
で
助
成
金
上
限

ま
で
満
た
な
い
場
合
は
主
食

費
に
充
て
負
担
軽
減
に
つ
な

げ
た
い
。

の
み
を
対
象
と
し
、
自
己
負

担
額
に
つ
い
て
は
近
隣
市
町

村
の
動
向
も
踏
ま
え
検
討
、

決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
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コロナワクチン費用の
自己負担について

森  榮吉  議員

  〔町長〕 自己負担額についてはワクチ
　　　　ン価格決定後検討する。

県が示す学校給食費無償化に対する
対応について

  〔町長〕 ０～２歳児までの保育料の無償化
　　　　 と３～５歳児の給食費の助成を行
　　　　 い保護者の負担軽減を図る。

答
①

答
①

答
②

問
①

問
②

問
①

 

こ
こ
が
聞
き
た
い



　
大 

下
　
　
修 

議
員

問 

繰
越
明
許
費
が
11
件
報
告
さ

れ
て
い
る
要
因
は
何
か
。蒼
前
東

一
丁
目
地
内
雨
水
ポ
ン
プ
更
新
工

事
が
繰
り
越
さ
れ
た
理
由
と
、町

民
へ
の
不
都
合
が
生
じ
て
い
な
い

か
。防
災
無
線
拡
声
子
局
移
設
工

事
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
理
由
と
、

町
民
へ
の
不
都
合
が
生
じ
て
い
な

い
か
。

答 

総
合
政
策
課
長　

要
因
は
、

国
の
事
業
の
遅
れ
。例
え
ば
、住
民

税
非
課
税
世
帯
等
に
関
す
る
給
付

事
業
な
ど
は
、国
の
方
で
も
令
和
５

年
度
か
ら
令
和
６
年
度
に
か
け
て

実
施
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い

る
。答 

建
設
課
長　

雨
水
ポ
ン
プ
更

新
工
事
は
、２
基
の
う
ち
異
常
と

な
っ
て
い
た
１
基
を
更
新
し
た
も

の
。昨
年
12
月
に
契
約
し
た
が
、ポ

ン
プ
の
製
造
に
４
～
５
ケ
月
か
か
る

と
い
う
こ
と
で
、今
年
度
に
繰
り
越

し
と
な
っ
た
が
、６
月
７
日
に
工
事

が
完
了
し
た
。２
基
の
う
ち
１
基
で

稼
働
し
て
き
て
お
り
、工
事
も
完
了

し
た
の
で
、町
民
への
影
響
に
つ
い
て

は
今
現
在
は
な
い
。

答 

総
務
課
長　
防
災
無
線
拡
声

子
局
移
設
工
事
は
、県
よ
り
県
道
の

工
事
の
支
障
と
な
る
た
め
、工
事
発

注
前
に
移
設
の
要
請
が
あ
り
、３
月

に
発
注
し
繰
り
越
し
た
も
の
。６
月

で
工
事
完
了
し
て
い
る
。

　
下
沢
　
育
男 

議
員

◆
経
営
発
展
支
援
事
業
費
補
助
金

問 

補
助
金
３
７
５
万
円
に
つ
い

て
、事
業
内
容
と
補
助
金
の
内
訳

は
。答 

産
業
振
興
課
長　

新
規
に
就

農
さ
れ
た
方
が
ニ
ン
ニ
ク
の
栽
培
に

必
要
な
機
械
の
導
入
を
計
画
し
て

お
り
、経
費
の
５
０
０
万
円
に
対

し
、国
が
２
分
の
１
、県
が
４
分
の

１
の
、合
わ
せ
て
４
分
の
３
の
補
助

金
を
計
上
し
た
。

　
熊
谷
　
道
雄 

議
員

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
し

て
４
６
０
万
円
の
内
容
は
。

答 

総
合
政
策
課
長　

令
和
６
年

度
分
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

申
請
し
た
２
団
体
が
助
成
対
象
と

し
て
採
択
さ
れ
た
。う
ち
、大
蛇
町

内
会
は
２
５
０
万
円
の
助
成
金
で
、

草
刈
り
機
、物
置
、ク
リ
ー
ン
ボ
ッ

ク
ス
、そ
の
他
草
刈
り
関
連
用
品

の
整
備
を
予
定
。蒼
前
行
政
区
は

２
１
０
万
円
の
助
成
金
で
、地
域
の

お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
す
る
音

響
機
器
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
ス
ク

リ
ー
ン
等
の
整
備
を
予
定
し
て
い

る
。

　
大
下
　
　
修 

議
員

◆
定
額
減
税
調
整
給
付
金

問 

所
得
税
、住
民
税
の
定
額
減

税
対
象
者
で
、年
間
の
納
税
額
が

定
額
減
税
可
能
額
よ
り
少
な
く
、

減
税
し
き
れ
な
い
分
を
１
万
円
単

位
で
切
り
上
げ
て
支
給
す
る
と
、

４
万
円
に
満
た
な
い
方
々
は
、４
万

円
以
上
の
給
付
金
に
な
る
の
か
。

答 

税
務
課
長　

減
税
対
象
者

の
方
が
納
税
者
本
人
１
名
分
だ

と
す
る
と
、減
税
可
能
額
は
所
得

税
、住
民
税
合
わ
せ
て
４
万
円
と

な
る
。減
税
さ
れ
た
額
が
、例
え
ば

３
万
９
９
９
９
円
の
場
合
、１
円
分

減
税
し
き
れ
な
い
の
で
、こ
の
１
円

を
１
万
円
単
位
で
切
り
上
げ
、定

額
減
税
調
整
給
付
金
と
し
て
１
万

円
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。　

　
大
下
　
　
修 

議
員

◆
資
本
的
支
出

問 

資
本
的
支
出
が
２
万
円
減
額

し
２
億
７
２
７
４
万
８
千
円
と
あ

る
が
、国
か
ら
の
執
行
で
き
る
予

算
は
、い
つ
頃
確
認
で
き
る
予
定

か
。答 

建
設
課
長　
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
に
な
る
が
、自
家
発

電
分
は
満
額
の
内
示
、管
渠
の
整

備
分
に
つ
い
て
は
満
額
で
は
な
く
一

部
と
な
っ
て
い
る
。交
付
決
定
の
時

期
は
、例
年
だ
と
７
月
末
頃
に
な
る

予
定
。

　　　　　　　　令和６年度　下水道事業会計　　　（単位：千円）

当初予算 6月補正予算 予算現額

収益的
収入 371,625 0 371,625

支出 291,131 1,173 292,304

資本的
収入 259,036 0 259,036

支出 272,748 △ 20 272,728
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質
疑
あ
れ
こ
れ

質
疑
あ
れ
こ
れ

第
４
回
定
例
会
の
議
案
の
中
か

ら
、質
疑
を
要
約
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

５
年
度
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
報
告

６
年
度
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

質
疑
あ
れ
こ
れ



議長交際費執行状況
支払
月日

支払
区分 支払内容 支払金額

5/1 祝金 町身体障害者福祉会
定期総会 3,000円

5/17 祝金 町商工会通常総会 3,000円

5/26 会費 町消防団特別表彰ま
とい受賞記念祝賀会 8,000円

6/14 祝金 町消防団ＯＢ会総会 4,000円

6/24 会費 八戸地区連合防犯協
会定時総会 7,000円

6/29 祝金 町南部芸能協会定期
総会 3,000円

7/7 祝金
いちご煮祭りin東京＆
第15回ふるさとはし
かみ会活動報告会

20,000円

7/26 会費 ジュリアン アイソムさ
んを送る会 7,500円

  1日　町身体障がい者福祉会定期総会
  7日　三戸郡議長会臨時総会
12日　はしかみ臥牛山まつり
17日　町商工会通常総会
20日　八戸・久慈自動車道整備利活用促進期成
　　　 同盟会
21日～
22日　全国議長・副議長研修会
26日　町消防団特別表彰まとい受賞記念祝賀会
27日　国スポ第１回常任委員会
29日　県議長会町村議会広報研修会
31日　議会運営委員会

  4日　三戸郡総合体育大会結団式
  9日　三戸郡総合体育大会開会式
10日　第４回定例会本会議
10日　議員全員協議会
12日　第４回定例会本会議
13日　第４回定例会本会議
14日　町小学校陸上記録会
14日　町消防団ＯＢ会総会
17日　国スポ実行委員会第2回総会
17日　広域組合議員協議会
20日　議会基本条例制定小委員会
24日　八戸地区連合防犯協会定時総会
25日　県議長会臨時総会
27日　広域組合議会定例会
27日　議会基本条例制定小委員会
28日　北奥羽開発促進協議会定例総会
29日　町南部芸能協会定期総会

 

  3日　主要地方道八戸大野線整備促進連絡会
  5日　議会だより編集委員会
  7日　いちご煮祭りin東京＆第15回ふるさと
　　　 はしかみ会活動報告会
  8日　宮崎県串間市議会視察歓迎
11日　議会基本条例制定委員会
12日　八戸・久慈自動車道整備利活用促進
　　　 期成会
12日　議会だより編集委員会
17日　県議長会県下町村議会議員研修
18日　青森県民スポーツ大会団結式
20日　はしかみいちご煮祭り
22日　交通安全街頭広報活動
25日　議会だより編集委員会
26日　ジュリアン アイソムさんを送る会
29日　連携中枢都市圏の形成に関する講演会
30日　郡町村議会議員研修会

7  月
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議 会 活 動議 会 活 動

5  月

6  月
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第4回定例会
（令和6年6月）

6月10日（  4人）
6月12日（19人）
6月13日（  4人）

　今回も、町民の皆様に寄り添うべく、親し
みやすく、わかりやすい紙面づくりに努めまし
た。階上町議会の今が良くご理解いただける
と思います。議員は皆様の代弁者。ご意見・
ご要望をどんどんお寄せください。
　　　　　　　　　　（大江、小松、熊谷）

　発行／青 森 県 階 上 町 議 会　〒039-1201 青森県三戸郡階上町大字道仏字天当平1-87　年4回発行　令和6年8月9日発行
　編集／議会だより編集委員会　☎0178-88-2369（直通）　FAX 0178-88-2117　 URL https：//www.town.hashikami.lℊ.jp

はしかみ議会だよりは4,400部作成し、印刷経費は48.7円／部です。

議会の傍聴は、受付票に住所・氏名等を記載し、受付箱に
投函するだけでどなたでも傍聴できます。

議会傍聴者数
（延べ人数） 議会議会をを傍聴傍聴しませんかしませんか

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◇
今
月
号
の
編
集
委
員(

３
人)

・
熊
谷　
道
雄 

議
員
（
教
育
民
生
）

・
小
松　
雅
彦 

議
員
（
産
業
建
設
）

・
大
江　
和
夫 

議
員
（
総
務
財
政
）

編  集  後  記

県下町村議会議員研修会 

連携中枢都市圏の形成に関する講演会 

７月１７日、青森市で開催された「県下町村議会議員研修会」に、議員14名が参加。 
■講　師　細川 隆三 氏（政治ジャーナリスト）
■テーマ　「日本政治の行方」～ズバリ解説！ 政局の焦点

７月29日、五戸町で開催された「連携中枢都市圏の形成に関する講演会」に参加。 
■講師　内閣官房デジタル田園都市国家構想
　　　　　　　　　実現会議事務局長　海老原 諭 氏
■演題　人口減少化下における活力ある多様な地域社会の実現に向けて

階上町消防団特別表彰まとい受賞記念祝賀会が
５月２６日に開催されました。この特別表彰まとい
は、消防団にとって最も栄誉のある賞だとされてい
ます。 


